
世界遺産協議会ニュース第３号発行日平成１４年９月２４日

１  国文化財指定にむけ申請（８月２日）
  平成１４年８月２日に、各市町村から提出いただいた国史跡指定申請書を、文化庁へ提出し、現在、文化庁で審

査中です。１０月に国史跡指定文化財保護審議会が開催され国史跡指定がされる予定です。

  現在、世界遺産登録の推薦書を三県共同で作成しています。

　今後の予定　平成１４年１１月　世界遺産登録の推薦書を文化庁へ提出

              平成１５年　２月　ユネスコへ推薦書を提出

　　　　　　　平成１５年　　　　国際記念物遺跡会議による現地調査・修正指導

　　　　　　　平成１６年　４月  世界遺産ビュウロー会議

　　　　　　　平成１６年　６月  世界遺産委員会にて登録決定

２  熊野古道アクションプログラム作成ワークショップ始まる
  ８月２２日第１回熊野古道アクションプログラム作成ワークショップ

が開催されました。今回のワークショップは公募により東紀州地域を中

心にいろいろな方に応募していただきました。当日は民間・行政合わせ

て約１００名のメンバーで開催することができました。

  当協議会のメンバー・賛助会員からも多くの人がワークショップの市

民プランナーとして参加していました。

  当日は、アクションプログラム作成について説明を１時間ほど受けた

後、紀伊長島町教育長  小倉肇さんから「熊野古道について」、三重県世

界遺産登録推進室  近澤多賀子さんから「世界遺産について」講演をし

ていただき、世界遺産と熊野古道についての知識を深めました。

  その後８つの班にわかれ、世界遺産登録後の熊野古道をどのようにして、活用・保全していくのかについて話し

合われました。今回のワークショップでは特に、現状で考えられる課題と将来の古道の理想像として夢が語られま

した。各班で４０分ほど検討された後、結果が発表されました。

   

３  「遊歩百選」に熊野古道選ばれる。
  前号で皆様に依頼しました「遊歩百選」ですが、皆様の協力のおかげで、和歌山県・奈良県と一緒に「熊野古道」

として見事百選の中に選ばれました。

  第２号の発行後の日程ですが、５月３１日に一般投票が締めきられ、７月に選考委員会がありました。この選考

委員会のメンバーがそうそうたる顔ぶれでした。特別選考委員には、長嶋茂雄さん。選考委員には浅井慎平さん・

小椋佳さん・藤本義一さん・黛まどかさん・楓千里さんでした。

  遊歩百選のＨＰを見ると、百選の紹介のページには、以下のように紹介されていました。

  「遊歩であるからには、参加した人が楽しめることが第一」、「未知の物と出合う楽しみがないと…」など、白

熱した議論が長時間に亘って繰り広げられました。日本の自然、文化、歴史遺産を再発見する旅、遊歩百選。さあ、

あなたも出かけてみませんか。

  本当に熊野古道もこのような道であると思います。これからも訪れる人が楽しんでいってもらえるような道であ

りつづけたいものですね。

「熊野古道伊勢路友の会」会員募集

  東紀州活性化協議会が熊野古道伊勢路友の会の会員の募集を始めました。
会費は年会費が個人会員は１，０００円法人会員は３，０００円です。会

員にはＦＳＣ材で作った楯の会員証といった会員グッズがもらえます。今

後は古道や古道周辺の情報を皆さんにお届けし、会員特典も展開していく

ということです。詳しくは東紀州活性化協議会（05972-3-3434）にお問い
あわせを

（右が法人・左が個人会員用）



４ 古都麗し  ～北京の世界遺産を訪ねて～  写真展開催
  平成１６年度を目標にした熊野古道の世界遺産登録に向け、世界

遺産の視察を目的に、等協議会の会長  吉田金好さんを団長として

「もてなしのさとづくり会議」の有志２８名が、中国・北京の世界

遺産を訪れました。

  そこで、８月２６日～９月６日まで「紀北県民局県民ルーム」に

て、『万里の長城』『故宮』『天壇公園』『い和園』といった、荘厳か

つ雄大な４ヶ所の世界遺産の写真（Ａ４版）３０枚を展示しました。

  県民ルームには写真のほかに各世界遺産を説明したパンフレット

や中国でのお土産も一緒に飾られ、世界遺産のすばらしさが表現さ

れていました。

５ ＮＰＯ法人「紀北くまの道」川端守さんの講演会開催
  紀北県民局では、部の壁を越えて幅広い知識を習得するためマトリックススタディを開催し、局内職員のほか地

域住民の方々にも講師をしていただいています。第４回の７月３１日は、ＮＰＯ法人「紀北くまの道」の川端守理

事長から「旅人が熊野古道に求めるもの」と題してお話をしていただきました。

  尾鷲高校のワンダーフォーゲルのメンバーと八ヶ岳登山から帰ったばかりで、３０数年前と比べると登山者、山

小屋とも大いに変貌してきています。山小屋は、個室あり、水洗トイレ・シャワーあり、フルコースのフランス料

理ありで、テント一つを背負い登山したことからすると隔世の感があるとのことです。

  第一次登山ブームの頃には、高校の山岳クラブは多くのクラブ員がいましたが、だんだんと登山そのものが低迷

の時代に向かったのと同時に、たくさんあった山岳クラブも自然淘汰され廃部の運命に直面しています。今山登り

をしているのはほとんどが中高年だそうです。

  登山の形態も変わってきているように、旅も大いに変容してきています。

  それは生活様式の変化が要因ではないかと、高度経済成長期には、お金を使って遊ぶいわゆる享楽・散財・ドン

チャン騒ぎが旅の姿でしたが、バブル経済崩壊後は、中高年はお金をかけずに自然や健康を志向する旅をし、若い

人は東京ディズニーランドなどテーマパーク型の旅に変わってきています。

  熊野古道についても、今は第三のブームと言われています。

  第１のブームは中辺路を中心とした上皇・貴族の熊野三山詣で、第二のブームは江戸時代におこり、日常（定住）

を逃れて、非日常（放浪）を求めた物見遊山型の熊野古道詣で（蟻の熊野詣でと称し伊勢路が賑わった）だったと

分析されています。

  熊野古道ウォークは、登山者が山に求めていたものと共通するところがあり、登山ブームである中高年の里山版

とも言えます。

  自然・歴史・アウトドアー志向と合致し、この第３のブームは本物ではないかと言ってみえました。

  この平成の熊野古道伊勢路ブームを支えていくには、地域住民の熱い思いと行政の的確な支援が求められると、

熊野古道の世界遺産登録で、経済波及効果を期待する人がいますが、自然・健康、歴史・文化志向からすればあま

り期待をしないほうがいいのではないかと。

  万里の長城にしてももとは自然の中に人類が作った人工物です。万里の長城と同様に熊野古道が世界遺産に登録

されるのです。

　　我々地域の者は、熊野古道にもっと自信と誇りを持っていいのではないかと締めくくられました。

熊野古道ニュース～東紀州活性化協議会～
  最近熊野古道がますます注目を浴びてきました。

  古道ツアーは今まで、三重県内・東海地方が中心でしたが、東京から２泊３日の熊野古道ウォークツアーも計画

されています。毎年３月から６月にかけ三重交通大遠足が企画されていましが、新たに名阪近鉄旅行が来年１月～

８月まで一万人ウォークを計画しています。当協議会では毎年８０社以上の旅行会社を訪ね、ツアー企画を依頼す

る営業活動を行っています。今後は東京方面にもアプローチしたいと考えています。

  テレビ特番ではＮＨＫが９月２９日(日）１３：００～１５：３０までＢＳ２でタレントらが率いる伊勢路・中辺

路・大峯道の三県選抜チームが熊野本宮大社を目指す「クイズで踏破紀伊半島巡礼の道」を放送します。また、９

月１０日発売の「旅の手帖」１０月号では２８ページの伊勢路特集が、１０月１０日発売の｢旅｣では三県の熊野古

道と周辺の大特集となる予定です。本屋さんに行ったら是非手にとって見てください。
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アルピニスト  野口健さんが紀伊長島町へ！！
  熊野古道３県リレーフォーラムが開催されます。今こそ熊野古道の保護・保全について考えていくいい機会だと

思います。世界遺産条約の意義や理念を正しく理解しながら、一人ひとりがどのように保護・保全に関わっていく

べきかを考えてみませんか。

  当日は、アルピニストの「野口健」さんから「世界遺産の自然環境をまもる」と題した講演をしていただいた後、

トラベルデザイナーの「おそどまさこ」さんなどを加え、「地域の宝物・世界遺産の保護と豊かな活用のあり方に

ついて」という題でパネルディスカッションが行われます。詳細については以下のとおりです。

      開催日時  平成１４年１０月１３日（日）午後１時３０分から４時１０分まで

      開催場所  紀伊長島町  東長島公民館

      シンポジウム  午後１時３０分～２時３０分

        テーマ  「世界遺産の自然環境をまもる」

        講  師  野口  健  アルピニスト

      パネルディスカッション  午後２時４０分～４時１０分

        テーマ  「地域の宝物・世界遺産の保護と豊かな活用の在り方について」

        コーディネーター    内田    種臣    早稲田大学教授

        パネリスト          おそど   まさこ   トラベルデザイナー

                          北川    正恭    三重県知事

                          野口    健      アルピニスト

                          野口    英雄    ユネスコ・インターセクトラル・プロジェ

                                          クト・アドバイザー

  申し込みは別添の書類を返送して下さい。

熊野古道世界遺産登録推進ウォーク始まる
  今年の５月の熊野古道世界遺産登録推進ウォーク第１弾「古道と自然のもてなし」に続いて、第２弾を開催しま

す。今回のテーマは「古道と自然を体験しよう」です。古道の生き物の観察や絵手紙づくりなど、自然を感じるこ

との出来る体験をメインに組んでみました。

  募集の方ですが、ほとんどの峠で定員近くに達しています。すでに埋まってしまったものもあります。

  今回のウォークの詳細は別添のチラシのとおりです。当日語り部をお願いする語り部の皆様、もてなしをしてい

ただく古道保存会の皆様、体験の講師をしていただく皆様。いつもお世話をおかけしておりますが、今回もよろし

くお願いします。

編集後記
  私も先日 NHK で熊野古道を紹介させていただく機会をもらいました。生放送だったので、緊張のあまりそれほど

多くのことは伝えることは出来ませんでしたが、１０分間宣伝をさせていただきました。ツヅラト峠を守る会の人々、

賀田の大川さんのインタビューも放送され、皆さん楽しそうに普段の活動について話をされていました。

  秋の行楽シーズンが始まります。もてなしのさとづくり会議のウォークには参加する予定ですが、また、この地

域に来てくれる人とのふれあいを楽しみたいと思います。

発行元  世界遺産登録推進紀北地域協議会事務局
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